「とある平和を守っている人達の話」
やませまゆ

俺と先生は性質的に全く違う人種の人間だった。
だから
俺がどれだけ努力したって……

先生のようになるのは無理なんだと諦めていた。
目開けると、視界を埋め尽くすのは白い壁。壁はところどころ汚れていて、掃除がいきとどいてない部屋だなぁ、と思った。しかし、しばらく見ているうちに壁だと思っていたソレが実は天井だということに気づき、自分の体がベットに仰向けに寝ている、ということをようやく理解した。あぁ、たしかに天井の掃除は難しいよな。
「起きたみたいだな」

　てっきり周囲には誰も居ないと思い込んでいたから、急にかけられた声に驚く。

「……巽」
「よく眠れたか？　お前、三日も眠り続けたんだぜ。それでまだ寝不足だ、なんて言うんだったら怪我だけじゃなく頭の方も診てもらった方がいいぞっ」

　巽の言葉を聞いて、自分がベットに寝かされている原因を思い出す。どうりで体のあちらこちらに、包帯が巻かれているわけだ。しかし、どれだけ記憶の糸をたぐっても（巽の話によれば）三日前の戦闘で敵にとどめをさした後の記憶が出てこないことに不安を掻き立てられる。

「巽。あの後……」

「大丈夫だ。戦闘の後始末はいつもどおり完璧にしておいたし、あの戦闘では一般人に被害は及ばなかった。あれから敵さんの動きも無いし、平穏そのものってやつだな」

「……そう、か」

もしもあの後、別の敵が現れていたら？　もしもあの時、関係の無い人が巻き込まれていたら？　俺がしている行為は、守る行為だ。けれど、たった一つのミスが俺の願いを打ち砕く。常に無数の不安が背中に張り付いて離れない、まるで綱渡りのような日々……。しかし、一度歩きだしてしまえば後戻りすることは出来ない。ただただ、まだ見えないゴールの先に望む未来があることを信じ進むしかない。
　巽は彼特有の魅力的な微笑みを浮かべながら、病院の固いベッドから俺の上半身を起こしてくれた。そして窓のカーテンを開けると、まぶしい日差しが差し込んでくる。
「この平穏が永遠に続いてくれれば、ありがたいんだけどなぁ」

「そしたら俺達は失業者になるな」
「あははっ。いいじゃねーか、一緒にハローワークに通おうぜ」

　また笑顔をうかべる巽。けれど、すぐに神妙な顔になってつぶやいた。
「世界中の皆に愛されるような職業、紹介してくれっかなぁ？」
「先生っ！」

　病院では静かにしなくてはいけない。常識なはずのソレを当然のように打ち破りながら、いきなり現れた速人は病室に駆け込んできた。
「先生っ！　だ、大丈夫なんですか？　俺、めちゃめちゃ心配したんですよ。ひょっとしたらもう目が覚めないんじゃないかって」

　速人はマシンガンのようなスピードでまくしたてる。
「ちょ、ちょっ。落ち着け、速人。大丈夫だ。傷もたいしたことない、だろ？」

　そういえば自分の怪我の具合を、自分でも知らなかったことを思い出す。巽に視線で同意を求めると優しく笑って頷いてくれた。

「目が覚めたなら、軽い検査の後すぐに退院できるように手配してある。今日中はさすがに無理だろうけど、明日の午前には出られはずだ」
「な？」

「……でも、あんなに血が」

　伏せられた速人の目には、三日前の戦闘の光景が蘇っているんだろう。そうか、この子に直接戦闘を見せたのはアレが初めてだったな……。

「いつものことだ。あれくらいで騒いでちゃあ、俺達の仕事はやっていけない。……それとも、実は速人は怖がりさんだったのかぁ～？」

　おどけて速人の頭を撫でてやる。

「ち、違いますっ！」

「じゃあ平気なはずだ。そうだろ？」

　速人の目を見つめた。こうゆう時巽みたいに笑えたら、と思う。巽の笑顔のように、優しくて、暖かい笑顔が俺にできたなら、速人をすぐに安心させてやれるのに。一応は笑みを浮かべてるつもりなのだが、ちゃんとうまく出来ているだろうか？　
少し間をおいて速人は頷いてくれたけれど、その目にはまだ不安の色が残っていた。あぁ、昔よりは上手く笑えるようになっていたつもりだったんだけどな。やっぱり俺にはこの手の才能は無いのかもしれない。それでも速人は冷静さを取り戻したようだ。
　巽はいつの間にか病室からいなくなっていた。

「……ねぇ、先生」
「ん？」

「先生は……どうして、そこまで戦うんですか？」

「……どういうことだ？」
「先生がそこまでして守っているものって……先生が守らなきゃいけないものなんですか？」
　あまりに唐突な速人の質問。だが、速人の態度からそれが軽い気持ちで放たれた言葉ではないということは分かった。

「なんで、いきなりそんな事を言うんだ？」

「だって！」

　速人は話した。今、俺が自分を犠牲にしてまで守っている者たちは、俺に守られているという自覚がない。むしろ、自分達を守っている俺の姿を見て、気味悪がり、排除すらしようとしている。メディアは敵と戦う俺の姿を、敵と同じように扱う。俺は……彼らからすれば敵と同じなのだということを。

「あいつらは……先生がそこまでして守るような価値のある存在じゃありません！」
　話終えた速人の目には涙が浮かんでいた。きっと、彼なりにたくさん考えた上でのことなんだろう。

　確かに速人の言っていることは事実だ。俺がどれだけ努力しても、たとえば死を持って彼らを守ったとしても、彼らはむしろ異形の存在がひとつ減ったと喜ぶだろう。それが、悲しいと思わないわけではない。その悲しみに悩まなかったわけじゃない。ただ、それでも……この異形の力が彼らを守れることは事実だから。
「速人」

「……はい」

　速人の瞳には涙が浮かんでいて、眉間にはしわが寄り、両の拳は力強く握り締められている。

「俺は、あの人達に嫌われていてもかまわないんだ」

　速人の眉間のしわがより深くなる。
「だって、俺があの人達を大好きなんだから」

　翌朝、手続きを済ませ病院を出ると、目の前に黒塗りの車が急停車した。運転席の窓が開くと巽の顔が覗いた。
「ずいぶんと派手なお迎えだな」

「かっこよくね？　乗れよ」

　後部座席に乗り込むと、少し強めに調整された空調の風が顔をなでた。

「本部で局長がお待ちかねだぞ。なにしろ四日ぶりのエースの復帰だ」

　窓の外の風景が流れ始める。

「エース、ねぇ……」
「どぉした？　謙遜なんてお前らしくないな」

　車の窓はマジックミラーになっていて、それを通して見る空は黒ずんでいた。
「自分を慕ってくれている子ひとりも説得できないような奴が、エース名乗る資格なんてあるのか。と思っただけだ」

「……無理だったか」

「あぁ。『俺には理解できません！』って叫んで、走って帰っていったよ」

「理解できないってゆーなら、無理に関わらなきゃいいのに。そもそもあの子は一般人なんだし、って、見過ごすことも出来ないのか。難しい年頃だなぁ」

　黒ずんだ空。黒ずんだ建物。黒ずんだ人。窓の外の世界はすべて黒ずんでいる。

「……なぁ。俺も、あれくらいの年の頃はあんな感じだったのか？」

　そして、窓ガラスに映った自分の姿も黒ずんでいた。

「えぇ？なんだよいきなり。そうだなぁ、お前も昔っからツンケンしてたよなぁ。でも、あの子よりはもっと人の話を聞く能力があったと思うけど？」
「そうか……」

「どうしたんだよ？」

「……先生から見て、あれ位の年齢の俺はどうゆう風に映っていたんだろう、って考えてるんだ」

　俺の先生。丁度、俺が速人くらいの年齢の時に出会い、俺にたくさんのことを教えてくれた人。俺にとって、師匠であり、先輩であり、尊敬する人。先生は生半可に実力があってプライドが高く、いつも先走って行動してしまうあの頃の俺を、いつも困ったような笑顔でたしなめてくれていた。速人の姿を見ていると、その頃の俺を思い出す。
教える立場になって初めて気づことがたくさんある。俺はなんと面倒な生徒だっただろう。
「どうだったんだろうなぁ。俺は先生じゃないから分かんねぇよ」

「そうだな、悪い。わけ分からない事を言った。忘れてくれ」

「……でも、あの子に接してる時のお前。先生に似てきたよ」

　車に乗ってからずっと見ていた窓から視線をはずし、運転する巽の後姿を見る。すると、見られていることに気づいた巽はバックミラー越しに笑いながら言った。

「話し方とか、興奮した相手のなだめ方とか、お前に対する、あの頃の先生そっくりなんだぜ？　多分無意識でやってて気づいてないんだろうなー、とは思ってたけど」

「……気づいてなかったな」

「やっぱりなぁ～。……でも、そうゆうお前の姿を見てると、お前は確かに先生の生徒だったんだなって思うよ。お前の気づいてないような事もことも、たくさんお前は先生から受け継いでるだなって」

「そう……らしいな。教わった時には気づかなかったが」

「だろ？　だからさ、時間はかかるだろうけど、いつかあの子も分かってくれるさ」

　そう言って巽は運転に集中しはじめた。俺は再びの外に目を向ける。そこはさっきと変わらない、黒ずんだ世界。俺を、受け入れてはくれない世界。
　速人の言葉を思い出す。……実は俺も、ずっと昔に先生に同じことを言ったことがある。自分達を必要としていない世界を守ってどうする？　と。俺達ならこの世界を見限っても生きていけるじゃないか、と。でも、その時も先生は困ったように笑って言った。

『もしも俺が、自分を嫌っているっていう理由で大好きな人を嫌いになれるような人間だったら、そうゆうことも出来たかもな』

嫌いたくても嫌いになんかなれない。愛してくれないからって、愛する気持ちが無くなるわけじゃない。むしろ、愛されていないからこそ、愛して欲しいという欲求が生まれる。認めて、許して、必要として欲しいと思う……願う。乞う。
窓を開けると、空調によって整えられていた車内の空気が外気と混ざる。けれど、なににも隔たれず見る外の世界は美しかった。空は青く、道を歩く親子連れ微笑ましい。どうしてそこまで、この世界を好きになれるんですか？　今度会った時、きっと速人はそう問いかけてくるだろう。でも人間、いったん夢中になっちゃったら……きっかけとか理由なんて、どうでもよくなるんだよなぁ。
　先生、今日も俺は、大好きな世界を守っています。
